
取組名（京都 産学公SDGsプロジェクト）
主催：京都市

5.取組の詳細

 本プロジェクトの取組内容は，
●学者や企業の研究者などが学術研究を行う「超SDGs研究ライト
ユニット（正式名称：調和ある地球社会研究ライトユニット）」

●SDGsの社会実装を目指す「京都超SDGsコンソーシアム」
「超SDGs研究ライトユニット」と連携し，SDGsの社会実装を目指す
産学公連携による共同プロジェクト。 京都大学においてサスティナブル
キャンパスモデルの構築に取り組むほか，京都市北部山間地域の
森林保全と再生可能エネルギーの利用，環境教育プログラムの開発
などに取り組む。

●SDGsに関する情報交換や議論を行う「講義・セミナー」
様々な専門家とともに考えるパネルセッションや，学生や若手研究者
らによるポスター発表、挑戦的なワークショップ，セミナーなどを行う。

の３つの活動を推進。

6.取組の活動予定・スケジュール
 令和元年６月27日 超SDGsシンポジウム/サイエンスアゴラin京都を開催
 11月15日 SCIENCE AGORA 2019 京都産学公 超SDGs

～17日 プロジェクト ～産学公の連携による，次の千年に
つなぐ魅力あふれた街づくり～

 令和２年３月15日 第3回京都大学“超”SDGsシンポジウム＆博覧会
～17日 「プラスチックと持続可能性」

7.関連するゴール

関連URL http://eco.kyoto-u.ac.jp/?cat=71

8.取組イメージ

「SDGs地域レベルの官民連携見える化調査」 調査票
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１.取組タイプ
Ⅰ 会議体
Ⅱ 登録・認証制度
Ⅲ 拠点の設置
Ⅳ 協定締結
Ⅴ その他

2.取組目的・
概要

京都大学,ＪＴ,安田産業,リコー,京都市等により，京都市をフィールド に産学公が連携し、SDGsの達成に
向けて共に考え、行動し、発信することを目的とする。趣旨に賛同し、参加する企業・団体を増やしながら、世
界や地域におけるSDGs の取組が、真に持続可能な社会の実現につながることを目指し，活動を推進する。

3.活動開始
時期 令和元年6月27日発足 4.取組規模

（会員数）
当初５団体
※その後も参加団体を増や
している。
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